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 トレンド系チャートでは、移動平均線と一目均衡表が、短期的な「ドル安・円高」のトレンドを示唆。 

 この先1～2週間で115円水準を回復なら、短期的な「ドル安・円高」トレンドは消滅する可能性。 

 ただしドル円はしばらくドル安・円高の動きに注意、108円レベルは比較的重要なチャートポイント。 

ドル円相場の短期テクニカル分析 

トレンド系チャートでは、移動平均線と一目均衡表が、短期的な「ドル安・円高」のトレンドを示唆 

 

 今回はテクニカル分析を使って短期的なドル円相場の方向性について考えます。テクニカル分析で使用される

チャートは、一般に「トレンド系」と「オシレーター系」に分けられ、前者は相場のトレンド判断に、後者は相場の過

熱感の判断に適しているとされます。はじめにトレンド系チャートの代表格である「移動平均線」、「一目均衡表」、

「パラボリック・システム」で、ドル円の短期トレンドを確認します。 

 

 移動平均線をみると、ドル円の日足は21日線（4月4日時点で112円50銭付近）と90日線（同114円

17銭付近）よりもドル安・円高水準にあり、200日線（同108円47銭付近）に接近しています。また一目均

衡表では、三役逆転（日足が雲の下に位置、転換線が基準線の下に位置、遅行線が26日前の日足の下に

位置）が確認されます（図表1）。これらはいずれも短期的な「ドル安・円高」トレンドの示唆と解釈されます。 
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【図表2：ドル円のパラボリック・システム】 【図表1：ドル円の一目均衡表】 

(注) データは2017年2月1日から2017年4月4日。先行スパン1と先行スパン2は2017年2月1
日から5月9日。先行スパン1と2で囲まれた部分を雲という。 

(出所) Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

(注) データは2017年2月1日から4月4日。丸点はSAR（ストップ・アンド・リバース）が位置
する水準を示す。 

(出所) Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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この先1～2週間で115円水準を回復なら、短期的な「ドル安・円高」トレンドは消滅する可能性 

 

 4月4日時点で、移動平均線の90日線は114円17銭付近、一目均衡表の雲上限は115円10銭付近にそ

れぞれ位置しています。これらのレベルを勘案すれば、ドル円がこの先1～2週間でドル高・円安に振れ、115円を

しっかりと超える水準まで回復した場合、移動平均線と一目均衡表における短期的な「ドル安・円高」トレンドの

示唆は消滅する可能性があります。 

 

 一方、パラボリック・システムは、辛うじてドル高・円安トレンドを示唆しています（図表2）。このチャートでは、ド

ル円の日足がSAR（ストップ・アンド・リバース）に接した時点でトレンド転換と判断されます。本日SARは110

円23銭付近に位置しているため、日足が取引時間中にこのレベルをつけると、ドル安・円高へのトレンド転換と解

釈されます。 

 

ただしドル円はしばらくドル安・円高の動きに注意、108円レベルは比較的重要なチャートポイント 

 

 次にオシレーター系チャートで相場の過熱感を確認しておきます。足元の「RSI（相対力指数）」は、ドルが売

られ過ぎとされる30％水準を割り込んでいませんが、RSIよりも動きが速いとされる「ウィリアムズのR」は、売られ過

ぎとされる－80％水準を若干割り込んでいます。ただ現時点でドル安の過熱を強く示唆するオシレーター系

チャートは少なく、ドル円はしばらくドル安・円高方向の動きに警戒が必要と考えます。 

 

 ドル安・円高の目途としては、移動平均線における200日線（4月4日時点で108円47銭付近）や52週線

（3月31日終了週で108円28銭付近）、またフィボナッチ・リトレースメントにおける2016年11月のドル安値

（101円20銭付近）から2016年12月のドル高値（118円66銭付近）までの上げ幅からの61.8％押し水

準（107円87銭付近）が挙げられます。すなわち108円レベルは比較的重要なチャートポイントと考えられます。 
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 当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものであり、投資勧誘を目的として作成されたもの又は

金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。 

 当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。 

 当資料の内容は作成基準日現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 

 当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。 

 当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、今後の市場環境等を

保証するものではありません。 

 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰

属します。 

 本資料の内容に関する一切の権利は当社にあります。本資料を投資の目的に使用したり、承認なく複製又は第三者への開示等を

行うことを厳に禁じます。 

 この資料の内容は、当社が行う投資信託および投資顧問契約における運用指図、投資判断とは異なることがありますので、ご了解

下さい。 
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